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ティー･ロウ･プライス通信では、金融市場、経済環境、注目セクター、銘柄、金融市場を動かすトレンド等に対す
る運用責任者の見方をご紹介します。
現時点での投資スタンスは引き続き各企業のバランスシート・財務基盤の精査を重視しつつ、 「コロナ後」の世界
を見据えて想像力を働かせ、中長期的に収益の成長が見込める銘柄への投資を行います。運用チームは今回
のような危機的状況により加速される変化の力に注目し、ポートフォリオの銘柄群を３つの分野に分けて構築して
おります。
３回に分けてお届けする第２回目は、趨勢的な成長が見込まれる分野について注目する銘柄群のご紹介をさせ
ていただきます。

引用した個別銘柄等は情報提供を目的として記載したものであり、特定の国・業種・個別銘柄を推奨するものではありません。また、記載時点における保有
状況であり、当社ファンドでの保有・非保有および将来の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。投資信託は、値動きのある有価証券等
（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。詳しく
は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。
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ティー･ロウ･プライス 世界厳選成長株式ファンド
「コロナ後」の世界を見据えて パート2

作成基準日：2020年7月1日

お客様向け資料

新型コロナが短期的にはマイナスだが長期的な潜在成長性に着目

パート2

 インテュイティブ・サージカル（米）は手術支援ロボットの分野で世界をリードする存在です。手術支援ロボットの利用に
はさまざまなメリットがあることから、今後も手術支援ロボットの普及は継続すると考えます。

 短期的には、新型コロナウイルスの感染を恐れて通院を控える動きがマイナスに働くものの、これはあくまでも一時的であり、
長期的には高い技術力、多岐にわたる商品ラインナップが市場に評価されると考えます。

 手術支援ロボットは、使用前にトレーニングが必要となることから、一度導入されると他社製品への切り替えが難しく先
行者利益が得られる分野です。

 また、手術毎に必要となる消耗品、ロボットのメンテナンスコストやリース料等の継続的に発生する収入が同社の収益の
7割超を占めており、安定した収益が見込めます。

手術支援ロボット利用のメリット
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*インテュイティブ・サージカルの資料をもとにティー・ロウ・プライスが作成。

①コロナ危機によって､行動様式が変化することで恩恵を受ける分野

②趨勢的な成長が見込まれる分野

精密検査､医療用機器関連: ウイルス感染の恐れから通院を控える動きが出てくることで一時的な需要低迷が想
定されるが、堅実かつ将来性のあるビジネスとして高く評価、医療機器や試薬などの消耗品関連はより大きな恩恵

バイオ医薬品関連: バイオ後続品（既に承認された製品と同等の品質、安全性、有効性を有する既存製品より
低コストの製品）の普及、製造プロセスにおける使い捨て製品の採用進捗により市場規模が拡大する見込み

③慎重な逆張りの投資スタンスとしている分野
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 ザルトリウス（独）は、バイオ医薬品の研究・製造過程で使用
されるシングルユース（使い捨て）製品や精密機器のメーカー
です。

 新薬開発の計画段階から製品商用化に至るまでのプロセスを
網羅する幅広い製品・サービスを提供できる点がザルトリウスの
強みです。

 今後、各国政府や医薬品メーカーが新型コロナウイルスのワク
チンや治療薬の開発に多額の資金を投入することで、同社製
品への需要が高まるでしょう。

 特に新薬の開発段階では同社が高い技術を誇るシングルユー
ス製品が従来のステンレススチールの器具に取って代わる動き
が顕著で、この分野は今後も高い成長が想定されます。

バイオ医薬品とは？
遺伝子組換え技術や細胞培養技術を用いて製造された
タンパク質を有効成分とする医薬品

引用した個別銘柄等は情報提供を目的として記載したものであり、特定の国・業種・個別銘柄を推奨するものではありません。また、記載時点における保有
状況であり、当社ファンドでの保有・非保有および将来の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。投資信託は、値動きのある有価証券等
（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。詳しく
は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。
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お客様向け資料

治療薬・ワクチンの早期開発に不可欠なシングルユース技術を有する

新型コロナ関連の検査薬販売で収益の飛躍的な成長が期待できる

 ディアソリン（伊）は、検査薬に特化した医薬品メーカーです。

 同社は欧州で最も感染被害が甚大だったイタリアに本社を構え
ており、感染に関連した豊富なデータを有しています。

 新型コロナウイルス関連の検査薬の販売を通じ、同社の収益
力は飛躍的に拡大する見通しです。

 我々は、病原体検査や抗体検査に対する需要は一般に考え
られている水準を遥かに上回り、その状況は長期にわたり継続
すると見ています。

 加えて、新型コロナ関連の検査薬販売を通じて同社の認知度
が向上することで、その他の製品の販売増、収益源の多様化
が図られることが期待されます。

バイオ医薬品はなぜ普及したのか？
特定の細胞や原因物質をピンポイントで狙うようにつくら
れているため副作用が起こりにくい

コスト
削減効果

初期投資の費用が
相対的に低い

生産性
の向上

洗浄、消毒、
滅菌、保管が不要

安全性
の向上

異物混入リスク
を低減

使い捨て製品普及の背景

新型コロナウイルスとの闘いは長期化の見込み

検査薬販売で
収益力が

飛躍的に拡大

認知度向
上を活か
し他の製
品を販売

収益源の
多様化

複数の収益ドライバー

経済活動再開の必須条件である治療薬・ワクチン開発に多額の投資

病原体検査や抗体検査の需要は高止まり

治療薬・ワクチン開発プロセスで使用されるサービス・製品の需要増
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ティー・ロウ・プライス世界厳選成長株式ファンド
追加型投信/内外/株式
Aコース（資産成長型・為替ヘッジあり）/Bコース（資産成長型・為替ヘッジなし）
Cコース（分配重視型・為替ヘッジあり）/Dコース（分配重視型・為替ヘッジなし）
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引用した個別銘柄等は情報提供を目的として記載したものであり、特定の国・業種・個別銘柄を推奨するものではありません。また、記載時点における保有
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は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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当資料は、ティー･ロウ･プライス・ジャパン株式会社が作成したお客様用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。投資信託は、値
動きのある有価証券等を対象としているため、投資元本を割り込み損失が生じることがあります。投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保
険および保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。また、金融機関の預貯金と異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金
融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定
（いわゆるクーリング･オフ）の適用はありません。当資料に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運
用成果を示唆あるいは保証するものではありません。当資料内で表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。当資料は信頼できると考えられる
情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。当資料における見解等は資料作成時点のものであ
り、将来事前の通知なしに変更されることがあります。

当資料のご利用にあたっての注意事項
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